
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 幼児と児童の交流活動を実施する際は，幼児と児童のどちらもが主体的に活動する交流，両方の育ち

や学びにつながる（互恵性）交流にすることが大切です。そのために，事前・事後に，子供の姿や活動

のねらい等について，園・所と小学校の職員で丁寧に話し合いましょう。併せて，お互いの教育・保育

内容や指導方法の違い，共通点の理解を深めましょう。 
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び学び育つひろしまっ子！

daidai1gou つひろしま

っ子！ 

「育ちと学びをつなぐ」

幼保小連携・接続版③ 

○各教科等の学習内容 

 を系統的に学ぶ教育 

 課程 

○時間割に沿った１日 

 の流れ 

○教科書が主たる教材 

○系統的に学ぶために 

 工夫された学習環境 

        など 

小学校教育 

 連携した子供の発達や指導の工夫等をもとにカリキ

ュラムの編成・実施を行い，さらに子供の具体的な姿か

らカリキュラムを見直していきます。連携と接続は車の

両輪のように，どちらも大切です。 

現在，新型コロナウイルス感染症の感染状況は落ち

着いてきていますが，先生方の地域の幼保小連携・接

続の取組は，どのような状況でしょうか。地域によっ

ては，園・所と小学校がオンラインで交流するなど，

対面しての交流に限らず，新しい形で連携されている

ところもあるようです。 

今回のテーマは，「連携・接続に取り組もう」です。 

連携・接続とは… 

メッセージ ～子供たちと向き合う先生方へ～ 安田女子大学 朝倉 淳 教授 
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 朝倉教授には，本県の様々な取組に関して御指導をいただいています。多数の市町の幼保小連携協

議会や合同研修会にもご助言をいただいています。 

園・所と小学校の教員が協働体制で交流活動を進めるに当たっては，互いの教育

内容等についての十分な理解と共同意識を高めることが不可欠です。 

何のためにするのか，交流活動の意図について，共有しましょう。 

【共通理解のポイント】 

・幼児や児童の活動のねらい・活動内容の共通理解 

・特に配慮を要する幼児児童の把握と共通理解 

・園・所と小学校の教員の役割分担 

事前協議 

交流活動 

子供同士の交流を互恵性のあるものに 
 

子供が緊張感や恐怖感をもたず安心できる雰囲気等への配慮が重要です。 

活動している子供の様子を観察しながら，柔軟に支援しましょう。 

 一人一人の気付きを大切にしながら協議し，幼保小それぞれの立場からの見方・

考え方を理解するとともに，日々の実践に生かしていきましょう。 

【協議テーマ】 

 ・具体的な場面を挙げての子供の育ちや学び，環境構成や教員の支援の在り方 

等 

 交流活動で得たことをもとに，カリキュラムを実態に即したものに改善していきましょう。 

事後協議 

連携 

子供同士の交流や 

教職員同士の交流など 接続 

教育課程の編成・実施 

接続 

教育課程の編成・実施 

http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file263.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file251.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file259.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file255.htm


 

   

【協議内容】 

○スタートカリキュラムの充実に向けて 

○保護者・地域への啓発について 

（リーフレットの内容検討） 

 

廿日市市 幼保小連携協議会（11/25） 
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コロナ対策のため，10/19 八本松中央幼稚園，

10/26 御薗宇幼稚園，11/30 川上西部保育所と３

会場に分かれ，保育参観・意見交流を実施しまし

た。 

 

 

 

 

  

【発行元及び連絡先】広島県乳幼児教育支援センター 
〒730－8514 広島市中区基町 9‐42 広島県教育委員会事務局（県庁東館６階） 

TEL (082)513-4978  FAX (082)212-3331 

 

（日時：令和３年10月５日・７日・13日・15 日・19日・25日 13:15～16:45）

 動画をもとに幼児教育に対する理解を深めるとともに，スタートカリキュラムの編成・実施・改善につい

ての交流を行いました。 
受講者の感想 

・もっと柔軟に考えていいんだと思いました。 

・子供たちの「やってみたい」から学びを始めるこ

とはもちろん，その学びや意欲をつなげていく必要が

あると感じました。 

・スタートカリキュラムを実施する際は，該当学年

だけでなく，学校全体で共同体制づくりをする必要

があると感じました。 

児童の状況等，実態は，学校によってそれぞれ違

います。 

子供たちの「安心して主体的に自己を発揮する

姿」をイメージしながら改善していきましょう。 

保育参観をオンラインで実施 

→事後協議はワークシート 

  

園・所と小学校

で手紙（ビデオ

レター）の 

やりとり 

尾道市立木ノ庄東幼稚園 

学校案内の動画

を作成・送付 

（１年生から 

年長児へ） 

夏季休業中

の小学校で 

学校探検 

子供たちに「どうすればできるかな？」

と聞いてみるのもいいですね。 

東広島市 幼保小研修担当者研修 

保育参観後，園・所と

小学校のそれぞれの立

場から率直に意見交換

をされていました。 

Ｑ＆Ａが

あるとよい

と思う。 

 

☝Check！ 

写真がたく

さんあった方

が見たくなる

のでは？ 

園・所と小学校の

違い（生活時間等）に

ついて触れられると

いいですよね。 

【構成メンバー】 

市内の小学校や園・所の長及び教諭，

保育者，行政担当者 

オンラインで１年生と

年長児が交流。 

 →画面越しに互いに言

葉を聞いたり話したり意

見交流ができました。 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/youji-index.html
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file187.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file187.htm

